東京大学 2016年度夏学期　火曜日2限目
　　教員名：Hermann Gottschewski
　　連絡先：gottschewskiアットfusehime.c.u-tokyo.ac.jp
　　科目名：比較文化論
　　テーマ：音楽における文化交流ー19世紀末から20世紀初頭まで日本と韓国に活躍したプロイセンの音楽家フランツ・エッケルトを事例に 
　　授業のホームページ：http://deutsch.c.u-tokyo.ac.jp/~Gottschewski/history/2016/index.htm
第１回（2016/04/05）

この授業の外観
４月５日
導入、エッケルトとその時代

４月19日
エッケルトの出身地ノイローデ（今日のNowa Ruda）およびシレジア州。その地域の歴史背景と文化的な特徴。（18〜20世紀プロイセン及びドイツの歴史についても語る。）

４月26日
エッケルトが最初に勤めたナイセ（今日のNysa）とその次に勤めたヴィルヘルムスハーフェン。地方の町の文化とその近代化、特に軍楽隊と劇場。（19世紀の軍楽隊の一般的な話もする。）
５月10日
エッケルトが日本に雇われた過程と海軍軍楽隊教師としての着任。（音楽分野における明治時代のお雇い外国人の一般的な話もする。）
５月17日
明治初期〜中期における日本の外国人社会生活。「東京合唱協会」を中心に。

５月24日
エッケルトが日本で指導したさまざまな音楽隊の演奏活動。（演奏会批評も扱う。）
５月31日
「雅楽」、「俗楽」、「洋楽」などに関わる議論とエッケルトの立場。
６月７日
エッケルトの一時帰国。バート・ゾーデンの保養地楽隊。
６月14日
大韓帝国の軍楽隊、朝鮮の洋楽隊とエッケルト
６月21日
日本と大韓帝国の国歌とエッケルト（「国歌」の一般的な話もする。）
６月28日
エッケルトが日本に導入したレパートリー
７月５日
エッケルトの作曲活動と編曲活動（曲の分析）
７月12日
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